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1. 本財団に、日本ビフィズス菌センター研究奨励賞を設ける。（以下奨励賞と称す） 
2. 奨励賞は腸内細菌学に関連する広い分野（腸管免疫学・プロバイオティクス・プレバイオテ

ィクス・感染防御学等）において、学術上または産業上将来の発展を期待し得る優秀な研

究業績をあげた個人に対し授与する。 
3. 奨励賞の受賞資格は、前項に規定するもののほか、受賞年の4月1日において原則として
満40歳以下とする。 

4. 奨励賞の授賞対象業績は、学術誌等に発表されたものとする。 
5. 奨励賞の授賞対象件数は、原則として毎年2件以内とし、授賞年度内に開催される腸内細
菌学会において、賞状と副賞（10万円）を贈る。 

6. 奨励賞の受賞者は、受賞年度内に開催される腸内細菌学会において、受賞記念講演を

行い、その内容を「腸内細菌学雑誌」または「Bioscience and Microflora」に総説として執
筆投稿する。 

7. 賞に要する費用は、本財団の経費をもってあてる。  

1. 奨励賞受賞候補者の推薦は、推薦内容に責任が持てる方1名の推薦によるものとする。 
2. 受賞候補者を推薦しようとするものは、毎年9月30日までに、候補者の所属氏名・受賞対
象課題を明記し、推薦者の署名捺印を付した推薦書（当財団規定のもの）を理事長に提

出するものとする。なお、申請課題及び候補者の氏名と所属には英文を付記する。 
3. 前項の推薦書には、研究業績概要（1000字以内・Ａ4：手書き不可）及び候補者の略歴（大
学卒業、または最終学歴以降）、該当する業績の論文別刷（3編以内）、及び主な研究業
績一覧（形式自由）を添付し、各10部提出するものとする。なお、提出した書類は返却しな
い。  

1. 奨励賞受賞候補者の選考は、奨励賞選考委員会において行う。 
2. 奨励賞選考委員会は、理事長が委嘱する7名の委員によって構成される。 
3. 受賞候補者の推薦者は、奨励賞選考委員会の委員となることはできない。 
4. 委員の互選により、委員長として選出された者は、奨励賞選考委員会の運営を統括する。 
5. 奨励賞選考委員会は、受賞候補者の推薦者に対し、推薦理由について説明を求めること

ができる。 
6. 委員会は奨励賞受賞候補者の中から、授賞の価値ありと認めたもの原則として2件以内
を選び、その選考結果を、11月30日までに、文書で理事長に答申する。 

7. 委員の任期は1年以内とし、当該年度における選考委員会の終了をもって任期満了とす
る。  

1. 理事長は、奨励賞選考委員会委員長からの選考結果に関する答申をうけ、常務理事会に

おいて受賞者を決定し、受賞候補者推薦者にその結果を通知する。  
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